
●留学生第１号がボックス・ヒル市へ出発（1 月）

●市内の高校とボックス・ヒル市の学校との文通

が始まる （ﾜ月）

●ボックス・ヒル市からの留学生と市内中・高生

の英語勉強会が始まる （6月）

●婦人グループ間での文通が始まる（8月）

●「姉妹都市だよリ」が

創刊される（３月）

●松戸市とボックス・ヒル市の高校生の作品交換を実施（10 月）

オーストラリアのビクトリア州ホワイトホース市

で5月12 日に、姉妹都市提携25 周年を祝う記念式典

が行われ、四半世紀にわたる友情を確認しました。

ホワイトホース市は、松戸市と昭和46 年から姉妹

都市交流を続けてきたボックス・ヒル市が、平成６年

12 月に近隣市と合併して誕生したメルボルン近くの

住宅都市。青少年を中心としたさまざまな分野での

交流を、同市が引き継ぐことになります。

8,200km の距離を超えた友情を、これからも大切

にしていきたいですね。

●ボックス・ヒル市内の高校の生徒作品展を文化ホール姉妹都市コーナーで開催（2月）

●姉妹都市提携10 周年を記念して 、市内中・高生による英語スピーチコンテストの開催が始まる（6 月）

●中・高生短期派遣蚕業が始まり、市内の高校生４人がボックス ーヒル市にホームステイ をする（3月で

●ボックス・ヒル市児童絵画展を市役所一文化ホールで開催（10月）

●「フォーラム'91]で、市立高校の生徒とボックス・ヒル市クーナン高校の生徒が、衛星放送による

討論会を行う（11 月）

●文化ホール内の姉妹都市コーナーが新装オープン（5月）

●ボックス・ヒル市とヌナワディング市が

合併し 、ホワイトホース市誕生（12 月）

●姉妹都市25 周年

記念式典をホワ

イトホース市で

で開催（5 月）

式典の中で行われた再調印式では 、松戸市か

ら は市長と議長が 、ホワイト ホ ース市 からは

チーフ ・コミ ソヽショナーとチーフ ・エグゼク

ティブ ・オフィサーが 、宣言書に サインし ま

し た。

人 口 と 世 帯 ５月1日現在

人口

男

女

世帯

460,307 人 ［十1,353]

233,644 人 ［+  872]

226,663.人 ［+  481]

172,561 世帯［十1,105］

囗

は
前
月
比

財 政 事 情を公 表　　

工業シンポジウムを開催

市営住宅空き家入居者募集

情報チャンネル

相談あんない　ほか

市の木ユ ーカリは 、記念植樹にも

利用され ました。

ホワイトホース市で25周年記念式典を開

催

ホワイトホース市は、オース

トラリア・ビクトリア州の首都

メルボルンの中心から約15km

の所にあり、東京に近い松戸と

同じような立地条件です。市域

は小高い丘の上にあり、緑が多

く残る静かな文教・住宅都市。

商業や軽工業も盛んで、オース

トラリアの中でも素晴しい住環

境で有名な都市のーつです。

姉妹都市

ﾎ ワイトホース市

人口　143,400 人

面積　　　64.3km2

気候 南半 球な ので 季節 は日 本と 逆。

夏は かな り暑 くな りま すが 、湿

気が 少な いの で過 ごし や すく、

冬は 松戸 より も暖 かい よう で す、

時 差　 日 本 時 間 に プラ ス１時 間 。１０

月下 旬 から３月初 旬 は、 サ マー

タイ ム になる ので 、さ ら にプラ

ス １時 間。

友情を確認

距離を超えた

主な内容

緑化を進めるためにユーカリの植樹を計画していた松戸市に、オーストラリア大使が

10万粒の種を取り寄せてくれたのが縁で、

姉妹都市の提携を結び まし た。

●ボックス・ヒル市のあﾐ尼弓jiiF 可烝S谷口貶諤ｌ ｎＪ↑ｦﾌ冶の小

中 招待 裲 市 会 親

心

●文化ホール内匸「姉妹都市ｑｉｉナー」がカープｙ 蜀1励

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL.0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

オシャレな学校

市役所の庁舎

公園で遊ぶ子供たち

駅前の街並

●ボックス・ヒル市長を迎え、姉妹都市宣言書
に調印(5 月)姉

妹
都
市
提
携
四
半
世
紀
の
歩
み



松戸市工業の明日を考える

松
戸
市
工
業
の
明
日
を
考
え
る
「
松
戸
市
工
業
活
性

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
松
戸
市
と
松
戸
商
工
会
議
所
の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
戸
市
の
工
業
の
現
状
や
将
来
像
・
東
葛
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
の
活
用
な
ど
を
中
心
に
、
産
・
学
・
官
の
意
見
交

換
や
千
葉
県
知
事
に
よ

る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

羆
商
工

観
光
課
登
6
6・
7
3
2
7

番

中
小
企
業
を
研

究
開
発
型
企
業
に
転
換
・
集
積
を
図
る
た
め
の
支
援
施
設
と
し
て
、

建
設
中
の
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
完
成
予
定
図

第２部記念講演会 件後４時～４時30分）

●会　場…森のホール21小ホール

●演　題…「ちば新時代５ヵ年計画について」

●講　師…千葉県知事　沼田武氏

●会　場…森のホール21 レセプションホール

費用…第１部・第２部は無料、第３部のみ3,000円

※開会式は午後１時45 分から行います。

匣麗話で商工観光課S66-7327 番または、松戸商工
会議所c64 ―3111番へ

こ
ん
に
ち
は
！

栄
養
改
善
推
進
員
で
す

健康を考え た料理に取り組んでいます

栄
養
改
善
推
進
員
は
、
市
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
食
生
活
改
善
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
学
習

し
た
こ
と
を
も
と
に
、
地
域
で
健
康

を
考
え
た
簡
単
に
で
き
る
料
理
教
室

を
開
催
し
た
り
、
献
立
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
、
市
の
事
業
へ
の
お
誘

い
を
し
て
い
ま
す
。

食
生
活
に
関
心
の
あ
る
人
、
お
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

囲
巾
央

保
健
セ
ン
タ
１
登
6
6・
7
4

9
0
番

栄 養 改 善 推 進 員基
本
健
康
診
査
の
結
果
説
明
会

某
本
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
人

を
対
象
に
結
果
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。結

果
説
明
会
と
同
時
に
、
成
人
病

予
防
の
た
め
の
講
話
（
が
ん
・
糖
尿

結果説明会 （健 康教育）日程 表

病
・
老
人
性
痴
呆
）
が
左
表
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

囃
健
康
課
検
診
係
公
6
6・
7
4
8
7

番

内容  日程  会場

時間…午後0時45分～２時

私
立
幼
稚
園
児
に
補
助
金
を
支

給

し
ま
す

①
幼
稚
園
児
補
助
金

対
象
平
成
８
年
６
月
１
日
現
在
、

市

内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、
公

認
の
私
立
幼
稚
園
に
三
・
四
・
五
歳

児
を
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者

補
助

金
額

（
年
額
）
三
歳
児

＝
二
万
円
、

四

・
五
歳
児

＝
二
万

四
千

五
百
円

支
給
時
期
９
月
下
旬

申
請
手
続
通

園
し
て
い
る
幼
稚
園
が
行
い
ま
す

②
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

対
象
幼
稚
園
児
補
助
金
の
対
象
者

で
、
平
成
８
年
度
市
町
村
民
税
額
が

左
表
の
基
準
に
該
当
す
る
人
 
補
助

金
額
左
表

支
給
時
期
1
2月
中
旬

申
請
手
続
通
園
す
る
幼
稚
園
で
配
付

さ
れ
る
『
保
育
料
等
減
免
措
置
に
関

す
る
調
書
』
に
記
入
の
上
、
幼
稚
園

に
提
出

※
市
外
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
幼
稚
園
ま
た
は
市

教
盲
委
員
会
総
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

圖
茖
幼

稚
園
、
教
育
委
員
会
総
務
課

管
理
係

音
6
6・
7
4
6
0
番

就園奨励費補助金支給基準と補助金額

区分  基準(平成8年度 市長

村民税半額) 補助金額(年額)

農
業
委
員
選
挙
は
７
月
７
日
(
日
)

７
月
1
9
日
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
７
月
７
日
(
日
)
 
立
候
補
受

け
付
け
６
月
3
0
日
(
日
)
午
前
８
時
3
0
分

～
午
後
５
時
の
間
に
、
市
役
所
本
館

二
階
大
会
議
室
で

囲
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
簡
易
防

除
器
の
貸
し
出
し
と
薬
剤
の
無
償

交
付期

間
６
月
７
日
(
金
)
～
９
月
2
5
日
(
水
)

圃
印
鑑
を
持
参
の
上
、
農
政
課
ま
た

は
各
支
所
へ

羆
農
政
課
指
導
係
昔
6
6
・
7
3
2
8
番

※
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
委
託
防

除
（
無
料
）
は
廃
止
し
ま
し
た
。

各
家
庭
や
町

（
自
治
）
会
の
防
除

は
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建

築
物

の

実

態

調
査

に

ご
協

力
を

国
や
県

の
住
宅
行

政
等

の
基
礎

資

料

を
得

る
た
め

、
最

近

の
建
築

物
と

住

宅
の
建

築
状
況

な
ど

の
調
査

を
毎

年

実
施
し

て

い
ま
す

。

６
月
1
0
口
(
月
)
～
3
0
日
(
日
)
の
間
に
一

定
の
区
域
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
調

査
に

ご
協

力
ぐ
だ
さ

い
。

肩
建

築
指

導
課
庶
務

係

８
年

度

の

保

険

料
率

が
決

定

国
民
健

康
保

険
は
世

帯

ご
と

に
加

入
し
、
保
険
料
は
世
帯
主
が
納
め
る

こ
と
に

な
っ
て

い
ま

す

。
保

険
料

は
、

世
帯

の
収

入
に

応
じ
て

計
算
す

る
所

得
割
、
世

帯

の
加

入
者
数

に
応

じ
て

計
算
す

る
な

寸
割
、

一
世
帯

い
く
ら

と
計
算

す
る
平
永
々
割

を（

卦

し

た
額

に
な
り

ま
す
。

平
成
８

年
度

の
保

険
料
率

は
、
左

表

の
と

お
り

決
ま
り
ま

し
た

。
納
入

通
知
書

を
６
月

中
に
送

付
し

ま
す

の

で
、
納

期
を
守

っ
て

納
付
し

て
く

だ

さ

い
。

平 成 ８ 年 度 保 険 料 率

種別  保険料  備考

※(①～③の合計額が世帯の年間保険料で,上限は52万円です

罔
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
賦
課
係

●会　場…森のホール21 小ホール

●テーマ…「松戸市工業の明日を考える」

●パネラー…高木利吉氏（セイコー精機㈱社長）

福本健一氏（福本鐵工㈱会長）

田島秀二氏（ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ・ｼｽﾃﾑ・ｻｲｴﾝｽ㈱社長）

櫻井顯氏（千葉県商工労働部長）

太田典義（松戸市経済部長）

●コーディネーター…吉田嘉太郎氏（千葉大学教授・千葉

大学共同研究推進センター長）

シンポジウムを開催
6/28(

金)

|第１部 パ ネルディスカッション(午後２時～４時)｜

第３部懇親会(午後４時40分～６時)

木内富身

小林庸子

板川慶子

川井尹久子

中山秀美

佐々木時子

大久保もと弓

河本那津子

武安洋子

里村智子

町田紀子

寒郡恵子

松島　美

川面寿子

神山千賀子

稲葉治美

住谷多希子

山瀬愛子

縄田香子

中澤孝子

安達志生美

山地政枝

川上節子

平原清美

杉山敏子

風間江里子

那須勝子

松本芳子

大渕千寿子

垂迫京子

は
な
し
　
　
　

予
防
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

は
な
し

19(

水)7／　1(月)

10／15(火

) ２１(月)

6／10(月)

12(

水)14(金)20(

木) 25(

火)7／2(火)

3(

水)10／14(月)

18(

金) 22(

火) 29(

火)6／24(月)

28(

金)10／24(木)

25(

金) 28(月)

30(

水)11／ 6(水)

千駄堀集会所

松飛台市民セン ター

古ヶ 崎市民セン ター

稔台 市民セン ター別館

新松戸市民セン ター

ハ柱市民センター

六実市民センター別館

常盤平市民セン ター

五香市民センター

常盤平市民セン ター

東部スポーツパーク

ニ十世紀が丘市民センター

健康増進センター

中央保健センター

新松戸市民センター

小金保健センター

常盤平市民センター

中央保健センタ・

馬橋市民センター

馬橋支所

小金保健センター

小金原市民センタ一

生活保護世帯･市長草民税非課税世帯

市町村民税所得割非課税世帯

(均等割のみ課税世帯)

市町村民税所得割課税額が

81,100円以下の世帯

118,500を限変

92,600円

を限度

53,100円

を限度

所得のある加入者ごとに、前年

の所得から基礎控除33万円を控

除した金額に掛けます。

加入者1人分の年額で、世帯の

一世帯に対しての年額。

広報 １９９６年(平成８年)６月５日

Ａ

Ｂ

Ｃ

①所得割額 8.24％

②被保険者
均等割額

10,710円

③世帯別
平等割額

2240円



市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
募
集

入
居

資

格
・：

①
平

成
７

年
６

月
2
5

日
（

シ

ル

バ
ー
中

金
杉

を
申

し
込

む

人

は
平

成
５
年

６
月
2
5日

）
以
前

に

住
民
登

録
を
し

、
現
在

も
市
内

に
居

住
し
て

い
る
、

ま
た

は
、
同
口
以

前

川井敏久

姉妹都市提携25周年一交流の拡大を

か
ら
市
内
の
一
定
の
勤
務
場
所
に
勤

務
し
て
い
る

⑦
現

に
同
居
し
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

人
、
婚
姻
の
予
定
者
を
含
む
）
が
あ

松戸新田第二住宅

昭
和
4
6
年

５

月

、
ユ

ー

カ
リ

の

木
が
取
り
持
つ
緑
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ

ア

の

ボ
ッ

ク
ス

ー
ヒ

ル
市

と

姉

妹
都
市
の
提
携
を
結
び
、
今
年
で

二
十
五
年
に
な
け
ま
す
。

ボ

ッ

ク
ス

ー
ヒ

ル

市

は

、
平

成

る

③

年

間

総

収

人

が
別

表

１

・
２

の

収

入

基

準

に

該

当

す

る

［
た

だ

し

二

人

以

上

の
収

人

が

あ

る
世

帯

・
寡

婦

（
夫

）

控

除

・

身

障

者

控

除

の

対

象

者

の

い

る

世

帯

に

つ

い
て

は

、

金

額

が
変

わ

り

ま

す

】
④

現

に

住

宅

に

困

窮

し

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

な

人

申
込
用
紙
の
配
布
・
：
６
月
1
0
日
(
月
)

～
2
4
日
(
月
)
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の

間

に

（
土

・

日

曜

日

を

除

く

）
、

住

宅

課

と

各

支

所

で

配

布

申
込
受
付
・
：
６
月
1
7
日
(
月
)
～
2
4
日

(
月
)
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
問
に

（
土
・
日
曜
口
を
除
ぐ
）
、
住
宅
課
で

受

け

付

け

入

居

方

法

・
：

空

き

家

が

生

じ

次

第

、

当

選

順

位

に

よ

り

入

居

。

平

成

９
年
５
月
末
日
ま
で
に
空
き
家
が
生

じ

な

い

場

合

は

、

当

選

権

が
失

効

し

ま

す

。

縟

住

宅

課

住

宅

政

策

係

６
年
1
2月

、
隣
接
す

る
ヌ
ナ
ワ

デ

ィ
ン
グ
市
と
合
併
し
、
市
の
名
称

も
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
な
り
ま

し
た
。
姉
妹
都
市
と
し
て
の
交

流

は
こ
の
先

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と

心
配
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
今
年

の
２
月
、
旧

ボ
ッ
ク
ス

ー
ヒ

ジェフリ ー・ オスカー氏（ホワイトホース市代
表）と今後の交流を 誓って握手を する川井市長

ル
市

の
元
市
長

レ
イ

ー
ヒ

ル

氏

が
ホ
ワ
イ
ト

ホ
ー
ス
市

の

特
使

と
し

て
来
松

さ
れ
ま
し

た
。
レ
イ

ー
ヒ
ル
氏
か
ら
は
、

新
し

い
市

に
な
っ
て

も
両
市

の
関
係
を

継
承
し
交

流
を
深

め
た
い
、
ま
た
ホ
ワ
イ

ト
ホ

ー
ス
市
民
も
交
流
を
強
く
望

ん
で

い
る
こ

と
が
伝
え

ら
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に

、
ホ
ワ
イ

ト
ホ
ー

ス
市

か
ら
姉
妹

都
市

提
携
二

第
一
種
住
宅

十

五

周

年
を

記

念
し

た

式

典

へ

の

招

待
も
あ
り

ま
し
た

。

今

後

も
両

市

の

関
係

が
継
続

さ

れ
、

市

民

の
交

流

が
よ

り

一
層

深

ま
る
こ
と
を
願
い
、
５
月
1
2
日
に

元

橋

ス

ミ
子

市

議

会
議

長

、
飯

沼

誠
国

際

交

流
協

会

副
理

事

長

と
と

も
に

式

典

に
出

席

し
、

改

め

て
調

印

し
て
ま

い
り
ま
し

た
。

初

め

て
訪

れ
た

ホ

ワ
イ

ト

ホ

ー

ス
市

は

、

ガ

ー

デ
ン

ー
シ
テ

ィ
と

呼

ば
れ

て

い
る
よ

う

に

、
緑

豊
か

で

静

か

な

た
た

ず

ま

い

の
格

調

あ

る
住

宅

都
市

で

す

。
市

民

は

、
庭

木

一

本

切

る
こ

と

も
控

え

て

い
る

く
ら

い
、

一
人

ひ

と
り

が
自

然

を

大

切
に
し

て

い
ま

す
。

ま
た
、
市
の
郊
外
に
は
、
と
て

も
眺

望

が

よ

く
大

自

然

が
残

さ

れ

｜　別表１　給与所得者１人の場合の早見表（前年１年間の総収入） 単位  円　　　　　　　　　　　　単位　円　」

て
い
る
ダ
ン

デ
ノ
ン
山
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
企
業

が
そ
の
景
観
を
壊

す
よ
う
な
大
き
な
看
板
を
立
て
よ

う
と
し
た
と
こ

ろ
、
市
民

の
力
に

よ

っ
て
小
さ
な
看
板
に
変
え
さ
せ

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
家

の
周

り
や
地
域

の
自
然
保
護
、
さ
ら
に

は
市
全
体

の
景
観
ま
で
大
切
に
し

よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
大
変
感

激
い
た
し
ま
し
た
。

私
も
市

内
に
緑
や
花
を
増
や
し
、

川
に
は
清
流
を
取
り
戻
し
、
早
く

ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
の
よ
う
に
緑

が
多
く
、
自
然
と
人

の
調
和
が
と

れ
た
素
晴
ら
し

い
街
に
で
き
れ
ば

と
思

っ
て
い
ま
す
。

姉
妹

都
巾

の
提

携

か
ら

Ｉ
．十

五
年
の
間
に
市
民
や
中
学
、
高
校

生

な

ど
千

二

百

人

を
超
え

る

方
々

が
相
互

に
交

流
し
て

い
ま
す

。

ホ
ワ
イ

ト

ホ
ー
ス
市

は

、
人
口

、

面
積
と
も
旧
ボ
ッ
ク
ス
ー
ヒ
ル
市

と

比

べ

る
と

三

倍

に
な

り

、

交
流

の
機

会

が
広

ま

っ

た
と

言
え

る

の

で

は

な

い
か

と

思

い
ま

す

。

こ

れ

ま

で

以

上

に
心

の
通

っ
た

交

流

が

生

ま

れ

、
育

ま

れ

る
も

の
と

信

じ

て

い
ま
す

。

市

民

の
皆

さ

ん

の
声

を
直

接

お
聞

き

す

る
た

め
、

市
長

室

直

通

の
フ

ァ

ク
ス

を
設

置
し

て

い

ま
す

。
市

政

に

対
し

て
感

じ

て

い

る
こ

と

や
建
設

的

な

ご
意
見

を

お
寄

せ

く

だ
さ

い
（
５

月
2
3

日

現
在
二

百
七

卜
七
件
受

信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
6
6
・
2
3
0
1

番

市
長
の
資
産
等
の
報
告
書
の
閲
覧

政
治
倫
理
の
確
率
の
た
め
の
松
戸

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
（
平
成
７
年
1
2
月
条
例
第
3
4
号
）

に
基
づ
い
て
、
市
長
の
資
産
等
に
関

す
る
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

閲

覧
日
資
産
等
報
告
書

＝
６
月
1
0

日
(
月
)
か
ら
、
所
得
等
報
告
書
・
関
連

会
社
等
報
告
書
＝
７
月
１
日
(
月
)
か
ら

閲
覧
蕩

所
市
役
所
別
館
一
階
行
政
資

料
セ
ン
タ
ー

囲
秘
書
課

結

婚

五

十

周

年

金

婚

ご

夫

婦

に

お

祝

品

を

贈

呈

対

象

昭
和
2
1年

９
月
Ｉ

目口
～
2
2年

８

月
3
1日

の
間

に
婚
姻

し
、
夫

婦
と

も

に
健
在

の
市

内
在
住
者

※
該
当
す

る
人

が

い
た
ら

、
教
え
て

あ

げ
て
く
だ

さ

い
。

圃
７
月
1
2
日
(
金
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

夫

婦

の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番

号

・
結

婚

年
月
日
・
町

会
名

を
記
入
し

て
、一
7

2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四
の
二
松
戸
第
一

生
命
ビ
ル
内
松
戸
市
社
公
傷
祉
協
議

会
(
0
6
8
・
0
5
0
3

番

）

へ

歯
を
大
切
に

老

人

の
医
療

に
詳

し
く

、

マ
ス

コ

ミ

や
多

く

の
著
書

で
知

ら
れ

る

湘

南
長
寿

園

院
長

フ
レ

デ
イ
松

川

先

生
に

よ
る

と
、
長

寿

の
秘
訣

の

重
要

な
要

素

の
ひ
と

つ
、

食
事

に

関

す

る
こ

と

を
調

べ
て

い
る
う

ち

に
元

気

で
長

生
き

を
し
て

い

る
人

ほ
ど

、
歯

が
丈
夫
で

あ

る
と

い
う

こ

と

に
気
付

い
た

そ
う
で

す
。
8

0
2
0
運
動
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル

＝
八

〇
歳

で
二

〇
本

の
歯

が
残

っ
て

い
る
こ

と
を
目

標

に
、
歯

を

大
事

に
し

よ
う
と

い
う
運
動
）
は

、

単
に

歯
科

だ
け

の
ス
ロ

ー

ガ
ン
で

は

な
く

て

、
長

寿

に
と

っ
て

も

、

大

変

重
要

な
要
素

で
あ

る
こ
と

が

最

近
分

か
っ
て
き

ま
し
た

。

食
事

の
内

容
に

偏
り

が
な
く

何

で
も

食

べ
る
こ
と

は
、
明

ら

か
に

長

生

き

の

秘

訣

の

ひ

と

つ

で

す

が
、

歯

が
丈

夫
で

な
け

れ

ば
そ

れ

は
な

か
な

か
難
し

こ
と

で
す

。
松

川
先

生

の
患

者

の
中
に

は
、

ほ
と

ん
ど

歯

が
な

い
の
に
も

か
か

わ
ら

ず
、
食
べ
物
を
ば
り
ば
り
食
べ
る

元

気

な
人

も

い
ま

す

が
、
そ

の
人

た
ち

は
歯

が
な

く
て
も

歯

の
代

わ

り
に

歯
茎

（
ぐ

き
）
で

、
た

く

わ

ん

や
せ

ん
べ

い
を
食

べ
て

い
る

そ

う
で

す
。

そ

れ
で

も

や
は
り

、
歯

の
丈
夫

な
人

の
方

が
ど
れ
だ

け
幸

せ

か
を
考
え

て
み

れ
ば
、
長

生
き

の
た

め
に

は
歯
は
大
事

に
し

な
け

れ

ば
な
ら

な
い
こ
と

が
お
分

か
り

に

な
る
で
し

ょ
う
。

ま

た
、
先

程
の
歯

茎
で
何

で
も

食

べ
る
元
気

な
老
人

の
例
を
見

れ

ば
、
歯

の
あ
る
な
し

に
か

か
わ
ら

ず
顎

（
あ

ご
）
を

よ
ぐ
動

か
す
こ

と

に
よ

っ
て
、
脳

神

経
を
剌
激
し

、

そ

れ
に
よ

っ
て
わ
ず

か

な
が
ら
で

あ

る
か
も
し

れ
ま
せ

ん

が
、

ボ
ケ

の
進
行

を
止

め
て

い
る
こ
と

は
間

違

い
な

い
と
思

わ

れ
ま
す
。

定
期
的

に
歯
科
医

院

を
訪
れ
て

ケ
ア
ー
を
し
て
い
る
人
と
、
痛
い

と
き
だ
け
受
診
す
る
人
で
は
、
残

っ
て

い
る
歯
の
数

に
確

実
な
差

が

出

て

い
ま

す
。
歯

科
医

を
上
手

に

利

用
し

て
、
長
寿

を
目

指
し
ま
し

今
回

の
お
話

は
、
集

英
社
文
庫

フ
レ

デ
ィ

松
川
著

「
少

し
だ
け
長

生
き
を
し

た

い
人

の
た

め
に
」

を

参

考

に

さ

せ

て

い
た

だ

き

ま
し

た
。
食
事

や
運
動

・
日

常
生
活

な

ど

、
大

変
た

め

に

な

る
本

で

す

。

興
味
の
あ
る
人
に
は
ご
Ｉ
読
を
お

薦
め
し

ま
す
。（

松
戸
歯
科
医
師
会
）

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
三
十
一
　
長
寿
の
秘
訣
は
歯
が
丈
夫
？

第
二
種
住
宅

Ｇ胡録台・相模台1号棟・稔台・小金原1号棟

の２Ｋ(単身可)　　　　　　　　計4戸

Ｈハケ崎･常磐平南部・相模台2号棟の2DK等

計3 戸

｜天山神)･松戸新田一新松戸一新松戸第二・幸田

第二・≡矢小台・六高台･松戸翳日第二の3D

K 等　　　　　　　　　　　　　 計9 戸

Ｊ母子世帯向住宅の3 DK　　　　　計3戸

Ｋ身体障害者向住宅の2LDK等　　　１戸

Ｌ老人世帯向住宅の３ＤＫ等　　　　　１戸

Ｍシルバー中金杉のＩＤＫ(単身者向I), 2 D K

(世帯向)　　　　　　　　　　各1戸

Ａ天神山・松戸新田一新松戸・新松戸第二

台・六高台の３ＤＫ等　　　　　　　計11戸

Ｂ常盤平南部・常磐平南部第二・幸田第二の3 DK

計10 戸

C横須賀・小金原2号棟・小金原併存一幸田一八ヶ

崎・常磐平南部の２ＤＫ　　　　　　計19戸

Ｄ母子世帯向住宅の３ＤＫ　　　　　　　　Ｉ戸

E身体障害者向住宅の３ＤＫ等　　　　　　１戸

Ｆペア住宅の２ＤＫ十1 K　　　　　　　　Ｉ戸

募　　　集　　　内　　　容

別表２　事業所得者 １人の場合 の早見表（前年１年間の必要経費控除後の所得金額）　　　 単位　円

2 人　　　　　3人　　　1　　4人　　　　　5人

０　　　　　　　０　　　　　　０　　　　　　０

２,ﾜ31,999　　3,231,999　　3,715,999　　4,151,999

4,083,999　　4,523,999　　4,959,999　　5,395,999

2人　　　　　3人　　　　　4 人　　　　　5人

０　　　　　 ０　　　　　 ０　‾‾　　‾０

１,730,000　　2,080,000　　2,430,000　　2,780,000

2,726,000　　3,076,000　　3,426,000　　3,776,000

広報 １９９６年(平成８年)６月５日

市長室・発
No2l

種別 家族数（本人を含む） 1人(単身者)

第二

種

総 収 入

金　 額

最　 低

最　 高

0

2,231,999

第一

種

総 収 入

金　 額

最　 低

最　 高

種別 家族数（本人を含む） 1人 単身者）

第二

種

所　 得

金　 額

最　 低

最　 高

0

1,380,000

第
一
種

所　 得

金　 額

最　 低

最　 高



(209,228 円)

(114,437円｣

(22,032 円)

(19,406 円)

●うちわけ●

人口455,168人

世帯174,528世帯

面積　61.33km'

松
戸
・
明
地
区

常
盤
平
・
五
香
地
区

馬
橋
・
新
松
戸
地
区

小
金
・
小
金
原
地
区

成
人
歯
科
健
康
診
査

受
け
ま
し
ょ
う

い
く
つ
に
な
っ
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ
る
と
い

う
こ
と
は
、
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ

も
の
で
す
。「
八
十
歳
で
二
十
本
以
上
の
歯
を
残

す
」
。
こ
れ
が
歯
の
健
康
の
目
標
で
あ
り
、
目
安

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
毎
日
の
正
し

い
歯
磨
き
や
、
定
期
検
診
が
大
切
で
す
。
年
に
一

度
は
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
、
歯
の
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
係

容
6
6・
7
4
8
6

番

市
で
は
四
十
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
行

っ

て
い
ま
す
。

平

成
７
年
度
は
五
百
四

十
五
人

が
受

診
し
ま
し
た

が
、
そ
の
数
は

対
象
者
の
1
％
に
も
達
し
て
い
ま

せ
ん
。

そ

の
う
ち

、

歯

ぐ
き

の

病
気

（
歯
肉
炎
）
に
か
か
っ
て
い
る
人
は

八
三
％

と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま

た
、
健
康
な
人
な
ら
歯
と
歯

ぐ
き

の
間

（
ポ
ケ
ッ
ト
）
は
２
ｍ

く
ら
い
で
す
が
、
そ
れ
が
４
m
m
以

ヒ

の
人
が
五
四
％
。
歯
を
支
え
る

歯
ぐ
き

や
骨

が
下

が
っ
て

い
る
た

め

歯

が
動

揺
し

て

い

る
人

が
四

三
％
。
そ
の
ほ

か
歯
周
病

（
歯
槽

膿
漏
）
の
人
が
半
数
近
く
い
ま
す
。

歯
周

病
は
痛
み
が
な

い
の
で
、
気

付

い
た
と
き
に
は
か
な
り

進
行
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
予
防
に
は
、
正
し

い

方
法
で
歯
を
磨
く
こ
と
や
定
期

検

診
が
大
切
で
す
。
八
卜
歳
に
な
っ

て
も
二

十
本
以
上
自
分
の
歯
を
残

せ

る
よ
う
、
ぜ
ひ
成
人
歯
科
健
康

診
査
を
受
診
し
て
、
自
分
の
口
の

状
能
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

対
象
：
平
成
８
年
３
月
3
1
日
現

在
年
齢
が
四
十
歳
以
上
の
人

内
容
…
口
腔
内
心
さ
お
よ
び
相
談

期
間
：
車
成
９
年
ふ
月
3
1
日
ま
で

費
用
…
無
料

受
診
方
法
…
共
通
受
診
券
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
歯
科
医
院

受
付
に
提
示
し
て
裏
面

の
受
診
記

録
欄
に
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

囲
直
接
左
表
の
医

療
機
関
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

地方債の現在高

教育・土木・社会福祉・衛生・消防など 、

市が行う事業にかかる経費は、市民の皆さん

に負担していただく市税、国や県からの補助

金など、その年度の収入で賄われています。

しかし 、事業の効果が後世にも及ぶものに

ついては、将来の市民の皆さんにもその負担

をしていただいた方が税負担の公平を図るこ

とができることから、市は国や銀行などから

長期で返済する資金を借りて事業を進めてい

ます。

今後とも 、将来の財政負担を十分に考慮し

ながら地方債を活用していきます。

市有財産の現在高
市の財産には土地や建物のほか、特定の目

的のために資金を積み立てたり、定額の資金

を運用するために設けた基金などがあります。

1｡基　　 金

●財政調整基金 51億7,285万円
●国民年金印紙購入基金　　　850 万円

●土地開発基金

●学童災害共済基金

●松本清奨学基金

●高額療養費貸付基金

●国民健康保険事業
財政調整基金

●福祉基金

●美術品等取得基金

●白井聖地公園基金

48 億円

2,176 万9 千円

5,000 万円

1,500 万円

9億2,000万円

1,858万6千円I

4億1,000万円

3,767万円

●文化施設建設基金

●市債管理基金

●平和基金

1億2,288万4千円

7億2,500 万円 ’

1億円

2｡有価証券および出資による権利

23 億8,436万3千円

3

.

土 地 及 び 建 物

● 土　 地　　　　　　　　2,950,570.48 m2　

．

( う ち 土 地 開 発 基 金12,206.23 m2)

●建　物　　　　　　　874

,

110

.

38  m2

4

.

車　　 両　　　　　 総 台 数427 台

● 乗 用 車　　28 台　　 ● 救 急 車　　11 台

万

● 貨 物 車　125 台　　 ● 軽 自 動 車101 台 ぐ

● 消 防 車　　73 台　　 ● そ の 他　　89 台'

-時借入金の現在高

な　し

広報

財政事情を公表します

■一般会計
平成７年度の当初予算は1,045億5000万円でしたが、3回の補正により4ﾜ億3,219万7千円

を追加し、最終予算額は1,092億8,219万7千円になりました。執行状況は、歳入88.496、歳

出85.9 ％です。一時的な支払い資金の不足については、財政調整基金等を繰り替えて使用して

いますが５月末日までには不足額に見合う収入がありますので、不足額は補てんされます。

■特別会計 国民健康保険や下水道など、特定の事業を行う場合に、その収入

をその支出に充てるために一般会計とは別にされた会計です。

平
成
7
年
度
下
半
期
（
７
年
１
０
月
１
日
～
８
年
３
月

3
1日

）
　の
予

算

の

執

行

状
況

を

お
知

ら

せ
し

ま

す

。

皆

さ
ん

か
ら

お

預

か

り
し

た

税

金

、
国

や

県

か
ら

の

支

出
金

・

市

債

な

ど

（

歳
入

）

が

ど
の

よ

う

に

使

わ

れ

た

か

（
歳

出

）

を

知

っ
て

い
た
だ

く

も
の

で

、

上

半

期

と
下

半

期

に

分

け

て

広

報

紙
上

で

公

表

し

て

い
ま

す

。

７
年

度

は
第

五

次

総

合

五

か
年

計

画

「

ゆ
と

り
・

豊

か

さ
・

ヒ

ュ

ー

マ
ン

シ

テ

ィ

ま
つ

ど
5
5」

の

二

年

次

目

に
当

た

り
、

充

実

の

重

点

を
ハ

ー

ド

か
ら

ソ

フ

ト

に

移
行

し

た
施

策

を

実

施

し

て

き

ま

し

た

。
今

後

も

事

務

事
業

の

見

直

し

な

ど

に

よ

り

経

費
の

節

減

を

図

り

な

が

ら

、
皆

さ

ん

が

安

心

し
て

潤

い
の

あ

る
生

活

が

で

き

る

ま
ち

づ
く

り

の

達

成

を
目

指
し

ま

す

。

市

の

財

政
事

情

を

ご

理

解

い
た

だ

き

、
こ

れ

か
ら

も

市

政
へ

の
ご

協

力

を

お

願

い
し

ま

す

。

囲

財

政

課

会計名  予算現額  収入済額  収入率  支出済額

北部と南部の２

つの市場です

皆さんの食卓へ

青果・鮮魚等を

お届けし ま寸

松戸駅西口地下

駐車場のこと で

す

［　 ］内 は 前年度の 繰越 分で す

企業会計

松戸競輪事業で得られた

収益金は、一般会計に繰り 入れて使用し ています

競輪事業収益金の

使途状況

区分 金額

市税の市民負担額

市内の水道は 、県営のもの

と市営のものがあり ます

こ れは市営についでで す

市立病院と福祉医療センタ

ー東松戸病院を合わせた収

支です

収益的収入・支出は経常的な収入と支

出。資本的収入・支出は建物や備品 等

の整備にかかる収入と支出で す　Ｘ

区　　分　　　｜　 予 算 現 額　
市民一人当たりが納めた税金

(‐ 世帯当たり)

成人歯科健康診査受託医療機関一覧表 平成7年度下半期平成7年10月～8年

3月

医 療 機 関 名

青 山 デ ン タ ル ク リ ニ
ッ

ク

芦 田 歯 科 医 院

宇 佐 美 歯 科 医 院

江 熊 歯 科 医 院

大 塚 歯 科 医 院

岡 野 歯 科 医 院

兼 坂 歯 科 医 院 野 菊 野 診 療 所

皓 歯 ク リ ニ
ッ

ク

小 根 本 歯 科 ク リ ニ
ヽソ

ク

斉 藤 デ ン タ ル ク リ ニ
ッ

ク

歯 科 浜 松 医 院

ｼ

ｭ

ﾝ 歯 科

ス
ギ タ 歯 科 医 院

武 田 歯 科 医 院

中 村 歯 科 医 院

平 岡 歯 科 医 院

福 武 歯 科 医 院

町 山 歯 科

松 戸 デ ン タ ル ク リ ニ
ッ

ク

稔 台 歯 科

森 歯 科 医 院

電 話 番 号

67-8151

62-3446

62-5207

65-3979

66-2679

63-4631

66-1887

68-2371

67-2350

63

-

1771

68-2551

66-0260

65-3823

65-3945

65-2232

61-7736

68

-

8200

64-7363

62-3000

64-5308

67-3607

62-2700

医 療 機 関 名

明 石 歯 科 医 院

植 田 歯 科

宇 津 見 歯 科 医 院

Ｏ Ｚ DEMTAL CLINIC

大 山 口 歯 科 医 院

加 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク

北 原 歯 科 医 院

小 泉 歯 科 医 院

小 林 歯 科 ク リ ニ ッ ク

小 山 歯 科 医 院

佐 藤 歯 科 医 院

嶋崎噛科クリニック

昭 和 歯 科 医 院

砂 長 歯 科 医 院

高 田 歯 科 医 院

平 岡 歯 科 医 院

平 山 歯 科

藤 歯 科 医 院

松 戸 歯 科 ク リ ニ ッ ク

南 花 島 歯 科 診 療 所

宮 本 歯 科 医 院

湯 浅 歯 科 医 院

電 話 番 号

65-3712

62-3142

62-8688

63-0100

62-5992

63-4182

67ｰ5001

65-2233

64-1616

67-1053

67-1548

64-6675

63-5221

62-0873

63-6807

64-6666

67-9631

68-3260

67-6520

65-3796

62-2876

63-6480

植 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

オ コ ヒ ラ

瀬 畑 歯 科 医 院

長 島 歯 科 医 院

森 歯 科 医 院 二 十 世 紀 ヶ 丘 診 療 所

92-5665

65-4180

67-0120

63-3321

68-8336

大 橋 歯 科 医 院

佐 々 木 歯 科

中 村 デ ン タ ル ク リ ニ ッ ウ

本 山 歯 科 医 院

小 松 歯 科 医 院

62-7506

68-9920

91-6683

62-4973

92-4180

新 井 歯 科 医 院

岩 井 歯 科 医 院

大 久 保 歯 科 診 療 所

恩 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

河 上 歯 科 医 院

五 香 歯 科 医 院

桜 井 歯 科 医 院

ふ ま 歯 科 医 院

高柳歯科医院

な お い 歯 科 医 院

成 島 歯 科

野 本 歯 科 医 院

原 歯 科 医 院

東 歯 科 医 院

平 賀 歯 科 医 院

松 飛 台 歯 科 医 院

牧 の 原 斉 藤 歯 科 医 院

宮 嶋 歯 科 医 院

や ば し ら 歯 科 駅 ビ ル 診 療 所

や ば し ら 歯 科

山 本 歯 科 医 院

脇 谷 歯 科 医 院

84一7708

85-2696

84-1982

86-6482

88-1654

84-7556

84-1378

83-0600

0471-914950

87-6455

87ｰ0894

86-3055

87-8197

88-1498

87-7714 84-2862

85-2788

87-0068

844182

85-3591

89-8841

85-2502

有 井 歯 科 医 院

追 立 歯 科 医 院

大 越 歯 科

片 山 歯 科 医 院

コ タ ニ グ リ
ー

ン 歯 科

後 藤 歯 科

三 徳 歯 科

高 橋 歯 科 医 院

常 盤 平 歯 科

長坂歯科医院

ニ ト リ 歯 科 ク リ ニ ッ ク

橋 本 歯 科 医 院

浜 野 歯 科 医 院

日暮歯科医院

平 賀 デ ン タ ル オ フ ィ ス

福 島 歯 科 医 院

森 元 歯 科 医 院

‾‾‾六 実 後 藤 歯 科 医 院

柳 沼 歯 科 医 院

吉 田 歯 科 医 院

ゆ う か リ 歯 科

85-5245

87-5457

85-5164

87ｰ2916

86-2738

84-7566

86-4182

87ｰ2679

84-1220

85-3788

87-1182

84-7266

87-3601

86-3394

88-3188

87ｰ1096

86-6811

84-1223

85-3399

92-0333

88-0620

石 崎 歯 科 医 院

金 子 医 院

く ら も ち 歯 科 医 院

小 谷 歯 科 医 院

佐 藤 歯 科 医 院

小 児 歯 科 ポ プ ラ 診 療 室

新 松 戸 総 合 歯 科 診 療 所

と う な い 歯 科

長岡デンタルクリニック

藤 田 歯 科 医 院

よ こ 山 歯 科 医 院

小 林 デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク

444128

42-9812

43-1224

45-2815

42-1834

45-8941

44-6320

46-3213

44-1391

47ｰ9723

46-4789

44-451５

恩田歯科医院

神 谷 歯 科 医 院

け い あ い 歯 科

東風歯科医院

白 石 歯 科 医 院

新 松 戸 歯 科

高 橋 歯 科 ク リ ニ ッ ク

中 和 倉 歯 科 医 院

八ヶ崎斉藤歯科医院

本 間 歯 科

蔵 元 歯 科 医 院

あ ん び る 歯 科 医 院

43-2325

43-8958

43-5577

41-3219

43-5711

45-1536

44-5162

41一6290

42-5143

41-3045

43-8782

40-0144

伊 藤 歯 科 医 院

岡 田 歯 科 医 院

外 苑 歯 科 松 戸 診 療 所

き よ し ヶ 丘 歯 科 診 療 所

栗 ヶ 沢 歯 科

斉 藤 歯 科 医 院

殿 平 賀 歯 科 医 院

塙 歯 科 医 院

半 田 歯 科 医 院

藤 井 歯 科 医 院

谷 津 歯 科 医 院

横 山 歯 科 医 院

お お く ま 歯 科 医 院

43

-

6900

41-1460

43-0224

43-6862

43-6956

43-1325

41-7576

42-1070

44-5280

45-0418

43

-

2020

43-458546-８800

板 野 外 科 歯 科

大 谷 口 歯 科 ク リ ニ･ ソ ク

あ べ 歯 科 医 院

国 谷 歯 科 医 院

小 金 原 歯 科

サ カ タ 歯 科

生 木 歯 科 医 院

ﾊﾔｶﾜ 歯 科

平 井 歯 科 医 院

宮 坂 歯 科 医 院

古 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

渡 辺 歯 科 ク リ ニ ソヽク

45-3837

48-884142-2281

45-0056

46-6408

43-7320

44-6326

46-3535

41-6451

41-2857

43-3592

44-7734

水
道
事
業
　

一
　

病
院
事
業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

16億5 千万円

19億1千万円

8億2 千万円

9億2 千万円

164億9千万円

164億9千万円

5億6千万円

9億3千万円

16億5千万円

18億5千万円

8億1千万円

9億1千万円

162億2千万円

162億2千万円

5億6千万円

9億1千万円

,994円 (365,103円)

市民 税

固定資産税

都市計画税

そ の 他

80,226 円

43,879円

8,448円

7,441円

平 成８年

3月３１日現在

民 生費

土木費

教育 費

合 計

2,500万円

8,700万円

2,5CO万円

1億3,700万円

国民健康保険 特別会計

松戸競輪特別会計

下水道事業特別会計

老人保健事業 特別会計

＿駐車場事業特別会計

合　　　 計

194億6,847万4千円

98 億2,445 万4 千円

｢3 億5,593 万５千円｣

17O億9,712万ﾜ千円

4億6,124万2千円

157億7O万3千円

3億6,850万8千円

[3億5,593万5千円]

629億2,050万8千円

184 億3,438 万1 千円

102 億3,120 万5 千円

[3億5,593 万5 千円]

97億1,169万9千円

4億9,886万9千円

147億3,593万6千円

3億9,436 万3 千円

[３億5,593 万5 千円]

540 億645 万3 千円

94.7

104

.1100.01
56.8

108.2

93.9

107.0

[100.0]
85.8

169億3,945万1千円

95 億1,445万9千円

[2億4,159万7千円]
131 億2,606万ﾜ千円

4億1,660 万9千円

142億5,532万6千円

3億4,400万2千円

[2億4,159万ﾜ千円]

545億9,591万4千円

87.0

96.8

[67.9]
7６.8

90.3

90.8

93.3

[67.9｣
86.８

広報 １９９６年(平成８年)６月５日 ﾌ∂゙９∂ 年( 平成∂ 年)∂ 月５日

歳 入

予 算現 額1,092ｲ 意8,219 万ﾜ 千 円

[繰越分8,792 万円]

収 入済額　966ｲ 意5,033 万9 千 円

[繰越分8,ﾜ92 万円]

収 入率　88.4 ％[ 繰越分mo ％]

市民税・固定資産税・市たばこ税

都市計画税など　…………：

歳　　出
予算 現額　1,092ｲ 意8,219 万｢7千 円

[繰越分8,792 万円]

支 出済 額　938 偸8,124 万5 千 円

[繰越分ﾜ芦辺了7千円]

執行 率　85.996  C 繰越分82.?％]

公営企業の会計です。



情報

※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

講
座
・
講
演

赤
十
字
家
庭
看
護
教
室

６
月
2
5
日
(
火
)
～
2
7
(
木
)
、
午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

会

場
成
田

赤
十
子

柄

院
 
定
員
先
着
ニ
十
人
（
全
日
程
参

加
で

き
る
人
）
　

費

用
五
百

円

圃
「

ガ
キ

に
7
1家
庭
看

護
６
月
2
5日

～
2
7日
」
　・
住
所

・
氏
名

・
生
年
月

日

・
電
話
番
号

・
勤
務
先
（
学

校
名
）

を
記
入

し
て

、
〒
2
8
6
成
田

市
飯
田
町

九
〇
の
一
成
田
赤
十
字
病
院
医
療
社

会
事
業

部

（

登
０
４
７
６

・
2
2・
2

3
1
1

番
）

へ

浴
衣
の
着
方
と
帯
結
び
講
座

①
１
月
2
3
日
(
日
)
②
2
6
日
(
水
)
③
2
9
日

出
、
午

前
９
時
～
正

午

会

場

①

小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
・
②
稔
台
市
民
セ

ン

タ

ー
③
馬

橋
市
民

セ
ン

タ
ー
　

費

用
千
円
持
ち
物
浴
衣
・
半
巾
帯
・

腰
ひ

も

「
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達
容
4
3
・

6
8
9
8

番

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会

６
月
1
5
日
(
土
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
五
歳
以
上
の
人
（
三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
定
員
先

着
二
十
人

費
用
無
料

持
ち
物
運

動
着
・
上
履
き

回

電
話
で
青
少
年
会
館
登
4
4・
8
5

5
6
番
へ

た
の
し

い
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室

①
６
月
1
8
日
天
②
2
0
日
(
木
)
③
７
月

４
日
(
木
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
１
時

令
場
①
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
②
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
③
小
金
保
健
セ
ン
タ

ー

内
容
シ
ル
バ
ー
世
代
を
健
康
に

暮
ら
す
た
め
の
食
生
活

の
話
と
調
理

実
習

対
象
六
十
歳
以
上
の
人

定

員
①
十
人
②
三
十
人
③
十
人
（
い
ず

れ
も
先
着
順
）
　
春
用
無
料

田
電
話
で
中
央
保
健
セ
ン
タ
１

容
6
6

・
7
4
8
9
番
へ

博
物
館
体
験
教
室
「
縄
文
時
代
の

布

を
作

る
」

７
月
６
日
～
2
7
日
の
毎
週
上
曜
日

と
1
4
日
(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

会

場
市

立
博

物
館

内

容

カ

ラ
ム

シ

採
集
、
糸
・
布
作
り
な
ど
　
定
員
十

二
人

抽

選
）
　
費
用

無
料

ｍ
６
月
1
9
日
水
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
松

戸
市
千

駄
堀

六
七

一
市

立
博
物
館

体
験

教
室
係

（

登
8
4

・
8
1
8
1

番

）
へ

危

険

物
取

扱

者

保

官

講
習

７
月
1
2
日
金
午
前
＝
給
油
取
扱
所

午
後

＝
そ

の
他

会

場
流
山
市
文

化

会
館

対
象

①
危
険
物
取

扱
作

業
に

従
事

し
て

い
る
人
で

、
免
状

交
付

の

日
ま
た
は
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
三

年
を

経
過
し

よ
う
と
す

る
人

②
免

状

所
持
者
で
希
望
す
る
人
費
用
四
千

七
百
円

（
県

収
入
証

紙
で
）

雨
６
月
1
0
口
(
月
)
～
1
4
日
金
の
問
に
、

免

状

・
印

鑑

・
県

収
人
証

紙
を
持

っ

て
松

戸
市

危
険
物
安

全
協

会
へ

冐

消
防

局
予
防
課
内

公
6
3
・
1
1
1

1
内
線
2
0
7
番

ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ

ー
講
習
会

６
月
９
日
(
日
)
会
場
手
賀
の
丘
少

年
目
然
の
家
 
内
容
講
義
―
野
外
活

動
と
そ
の
指
導
者
、
演
習
＝
効
果
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、
実
技

―
選

択

対
象

夏
期
利
用
予
定
団
体
代
表

讖
師
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
考
案
者
　
定

員
先
着
白
人
 
費
用
十
円

巫
電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

昔
０
４
７
１
・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

社
会
福
祉
施
設
就
労
入
門
講

座

講
義
１
６
月
2
8
日
(
金
)
～
3
0
日
(
日
)
、

午
前
1
0時
～
午
後
４
時
、
施
設
実
習

＝
７
月
２
日
(
火
)
・
３
日
(
水
)
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時
会
場
千
葉
県
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
対
象
社
会
福

祉
施
設
に
就
職
を
希
望
す
る
三
十
五

歳
く
ら
い
ま
で
の
人
 
定
員
先
着
三

十
人
　
費
用
無
料

巫
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
登
0
4
3
・
2
4
8
・
1
2
9
4
番
へ

熟

年
男

性
の

料

理
教

室

６
月
1
8
日
(
火
)
～
2
0
日
(
木
)
、
午
前
1
0

時
3
0分

～
午
後
１

時
3
0分

会

場
小

金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市
内
在
住

で
六

十
歳
以
上

の
男
性

（
三
日
間
と

も
参
加
で
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

料
理

教
室
に
初

め
て
参
加

す
る
人
）

定
員
十
五
人
（
抽
選
）
　
費
用
十
円

圃
６
月
1
0
日
(
月
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を

記
入

し
て
、

〒
2
7
1
松
戸
市

本
町

一
四

の
二
第
一
生
命
ビ
ル
内
松
戸
市
社
会

福

祉
協
議
会
熟

年
男
性

の
料
理

教
室

係

（

登
6
8・
0
5
0
3

番

）

へ

学

刀
向

上
講

座

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
 
会
場
市
民
会
館
内
容
学
刀
と

人
間
力
に
つ
い
て
　
対
象
幼
児
・
小

中
学
生
の
保
護
者
 
定
員
先
着
白
人

費

用
無
料

圃
松

戸

カ
ッ
パ
友

の
会

・
田

巾

容
6
8

・
2
2
9
0

番

思
春
期
医
学
セ
ミ
ナ
ー

６
月
1
1
日
(
火
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場

内
容
思
春
期
に
お

け
る
男
女
の
性
お
よ
び
親
の
対
応

対
象
思
春
期

の
子
供
を
持
つ
親

講

師
東
峯
婦
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
松

峯
寿
美
氏
 
費
用
 
無
料

迴
健
康
課
常
盤
平
万
面
保
健
室
ａ
8
4

・
1
3
3
3
番

放
送
大
学
(
教
養
学
部
)
学
生
募
集

対
象

十
八

歳
以
上

の
人
　

墓
集

学

ま

舎

竹
・
選
科

・
科
1
1
の
各
履

修
生

出
願
受
付
 
７
月
1
5
日
(
月
)
～
８
月
1
5
日

(
木
)

澎
慕
集
要
項
（
無
料
）
の
請
求
は
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
、
〒
2
6
1
千

葉
市
美

浜
区
若

葉
二

の
一

一
放
送

大
学
本
部
(
0
4
3
・
2
7
6
・
５
１
１

１
番

）
へ

ス
ポ
ー
ツ

市
内
高
等
学
校
親
善
野
球
大
会

６
月
８
日
出
午
前
1
0
時
・
９
日
(
日
)

午
後
１
時
3
0
分
・
1
5
日
(
土
)
午
前
９
時

3
0
分
・
1
6
日
(
日
)
午
前
1
0
時
3
0
分
〔
雨

天
の
場

合
は

翌
日
に
順

延
〕
　

会

場

運
動
公
園
野
球
場
 
費
用
無
料

訌
ス

ポ

ー
ツ
課

昔
6
3・
9
2
4
1

番

健
康
で
明
る

い
県
民
つ
く
り
運
動

松
戸
市
健
康
・
体
力
つ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

６
月
1
5
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時
3
0

分
会
場
運
動
公
園
休
肯
館
 
費
用

無
料
持
ち
物
上
履
き

亘

ス
ポ
ー
ツ
課

合
6
3・
9
2
4
1

番

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
教
室

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
北
小
学
校
校
庭
　
費
用

無
料

持
ぢ
物
鉛
筆

匝
当
日
会
場
で

亘
体

育
指
導
委
貝
・
木
下

昔
4
5・
3

4
2
9
番

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
セ
ミ

ナ

ー６
月
2
2
日
(
土
)
～
2
3
日
(
日
)
一
泊
二

日

）
　

会

場
流
山
青
年

の
家
　

内

容

講
演

（
外
国

人
と

の
交
際
法

）
、
留

学
生
に
よ
る
会
話
教
室
（
中
国
語

タ
イ
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
、
ネ
パ
ー
ル

語

、
英

語
、
タ
ミ

ー
ル
語

を

予
定
）
、

江
戸
束
京
博
物
館
見
学
、
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
ほ
か
、
対
象
高
校
生
以
上
の

青
年
男
女
 
定
員
先
着
四
十
人
 
費

用
三
千

二
百
円

囮
６
月
1
5
日
(
土
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・

電
話
番
号
・
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無

・
会
話
教
室

の
第

丁

第
二

希
望
を

記
入
し
て
〒
2
7
0
卜
0
1
流
山
市
中
一
一

〇
流
山
青

年
の
家

ザ

ー
ワ

ー
ル
ド

・

ユ

ー
ス

ー
セ

ミ
ナ

ー
（
登
０
４

７
１

・
5
9
・
2
0
0
4

番

）
へ

※
送
迎

バ
ス
は
Ｌ
Ｒ

南
流
山

駅
発
着

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

６
月
１
１
日
・
1
8
日
・
2
5
日
の
火
曜

日

（
全

三

回

）
、

午

後

７

時

～

９

時

命
題
大
橋
小
学
校
体
育
館
　
対
象
高

校
生
以
上
 
定
員
先
着
三
十
人
費

用

無

料

陽

電

話

ま

た

は

当

日

会

場

で

回
体
育
指
導
奮
貝
・
松
戸
容
9
1
・
3

0
0
1

番

初

心

者
テ

ニ
ス

教

室

７
月
６
日
～
９
月
2
8
日
の
毎
週
土

曜
日
、
午
前
８
時
～
９
時
4
5
分
会

場
中
央
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
初
心
者
定
員
七
十
人

（
抽
選
）
　
費

用

九
千
円

（
保
険

料
を

含

む
）

圃
６
月
1
0
日
(
月
)
［
必
着
］
ま
で
に
、

往
俣
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
人
し
て
、

〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号

松
戸
巾
テ
ニ
ス
協
会
へ

圃
平

木

音
4
8
・
6
7
8
4

番

ふ
れ
あ
い
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
き
ず
な

７
月
1
3
日
(
土
)
～
1
4
(
日
)
(
一
泊
二

日
）
　
会

場
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の

家

内
容
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
な
ど

対
象
小
学
生
の
親
子
・
中
学
生
・
高

齢
者
・
外
国
人
 
定
員
先
着
六
十
人

曹
用
四
千
円

圉
直
接
ま
た
は
電
話
で
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
容
０
４
７
１
・
9
1
・
1

9
2
3
番
へ

生
き
生
き
成
人
塾
（
カ
ヌ
ー
教
室
）

７
月
６
日
(
土
)
・
７
日
(
日
)
、
午
前
９

時
3
0
分
～

午
後

３
時

会
場

江

戸
川

（
松

戸
市

）
　
内
容

カ

ヌ

ー
の
基

本
操

作

・
ツ
ー
リ

ン

グ
　
講
師

松
戸

カ
ヌ

ー
協
会
　
対
象
成
人
（
両
日
参
加
で

き
る
人
）
　
定
員
先
着
三
十
人
 
 
費
用

七
千
円
程
度

田

電
話

で
流
山

青
年

の
家

公
０

４
７

１

・
5
9・
2
0
0
4

番

へ

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

盒
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　
費

用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圃
体
育
指
導
委
員
・
宮
崎
登
4
6
・
4

3
2
7
番

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

６
月
1
5日
出
午
後
７
時
～
９
時

会
場
常
盤
平
体
育
館
 
費
用
無
料

巫
当
日
会
場
で

回
体
育
指
導

委
員
・
宍
戸

登
8
9・
8

4
1
5
香

千
葉
県
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ

ー
ト
大
会

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
７
時
5
0
分
～
1
1

時
4
0
分

会

場
松
戸

サ
ニ

ー

フ
ン

ド

対
象
小
学
生
以
上
 
定
員
先
着
百
人

費
用
十
円

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

年
）
・
職
業
(
学
校
名
)
・
電
話
番
号

を
記

人
し
て

、
干
2
7
1
松

戸
市
岩

漸
二

七
七

の
二
二
風

巻
雪

雄
へ

圃
千

葉
県

ロ

ー

フ
ー
ス
ケ

ー
ト

連
盟

松
戸

ク

ラ
ブ
・
丸
山

容
6
2・
8
8
6

5
番

ソ

フ

ト

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

教

室

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場

新
松

戸
1
1四小

学
校

体

育
館
　

費

用
無

料

圃

当
日
会

場
で

固
体
育
指
導
委
具
・
加
藤
登
4
3
・
9

8
3
0

番

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

６
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

龠
珊
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
 
費

用
無
料

圃
当
日
会
場
で

岡
体
育
指
導
責
貝
・
梶
野
昔
4
2・
2

6
0
2
番

気
功
講
習
会

６
月
1
9
日
～

７
月
1
0日

の
毎

週
水

曜

口

（
全
四

回

）
、

午
前
1
0
時
～

い
1
1

時
3
0
分
 
会
場
運
動
公
園
武
道
館
ほ

か
 
定
員
先
着
二
十
人
費
用
四
千

円回
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電

話
番
号

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
0

松
戸
市

牧

の
原

四
三
五

の

一
の
一

の

九

の
八
〇
六
気

功
と
健

康
茶

の
会

・

鈴

木
弘

子

（

公
8
4
・
4
5
5
9

番

〔
午
後
２
時
～

４
時
〕
）

へ

2
1世
紀
の
森
と
広
場

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
催
し
物

行事名  日時  講師  定員  費用

66-11

11番

市役所の代表電話は

森のクラフ ト

教室( 連続講座)

｢植物画を描く｣

みどりの講 習会

｢山野草の 寄植

えを作ろう｣

｜ 園 芸教室

１ ゴム ノキとド

｜ 園 芸教室

アジ サイの育

｜ て方｣

園芸教室

｢ハイビスカスと

ブーゲンビレア｣

みどりの講習会

千

て方｣

6/15  (±) 16(日)

午後１時30 分

～ ３時30 分

6/16( 日)

午後１時30 分

～ ３時30 分

6/19(水)

午後 １時30 分

～ ３時

6／29(土)

午後 １時30 分

～ ３時

７／7(日)

午後 １時30 分

～ ３時

7／14(日)

午後 １時30 分

～ ３時30 分

ボタニカル

アーティスト

佐々木啓子氏

日本盆栽協会

松戸支部会員

みどりの相談員

小林鶴太郎氏

みどりの相談員

田口　峯男氏

みどりの相談員

小林喜代次氏

日本ベゴニア
協会

白鳥　四郎氏

24 人

24 人

40 人

25 人

25 人

40 人

材料費

15O円

材料 費

1000

円

無
　
　
　
　
　
　
　
　
料

広報 １９９６年(平成８年)６月５日

チャンネル

［
圭
電
話
で
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
合
茹
・
8
9
0
0
番
へ



催

し

物

松
戸
の
文
学
散
歩

６
月
1
9
日
(
水
)
・
2
7
日
(
木
)
、
７
月
３

日
(
水
)
午
前
９
時
3
0
分
市
立
図
書
館

本
館

前
集
合
　

コ

ー
ス
矢
切

の
渡
し

～
野
菊
の
墓
文
学
碑
～
子
和
浩
水
～

本
福
寺
り
万
満
寺
～
大
川
立
砂
旧
宅

跡
ほ
か
対
象
中
学
生
以
 
定
員

各
日
二
十
二
人
（
抽
選
）
　
費
用
無

料圃

６

月
1
2
日

水

〔
必

着
〕

ま

で

に
、

往

復
（

ガ
キ
に
希

望
日

・
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番

号

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
1
 
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図

書

館

（
酋
6
5・
5
1
1
5

番
）

へ

※
ハ
ガ
キ
一
枚
に
二
人
ま
で

心
身
障
障
害
児
巡
回
相
談

７
月
2
3
日
火
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時

会
場
中
部
小
学
校

内
容
障
害

の
あ
る
子
の
養
育
・
教
育
・
就
学
相

談
 
費
用
無
料

圃
６
月
1
4
日
(
金
)
ま
で
に
、
直
接
教
育

研
究
所
（
容
6
6・
7
4
6
1
番
）
へ

ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
鑑
賞
会

６
月
1
4
日
(
金
)
・
1
5
日
(
土
)
　
入
園
時

間
午
後
７
時
～
８
時
2
0
分
 
会
場
2
1

世
紀
の
森
と
広
場

（
中

央
囗
よ
り
入

園
で
き
ま
す
）
　
費
用
無
料

錮
松
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

登
8
4

・
8
2
8
0
番
(
月
・
火
・
木
・
金

曜
費
の
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
）

※
東
駐
車
場
の
み
利
用
可
 
(
有
料
）

つ
く
し
バ
ザ

ー

６
月
2
9
日
(
土
)
午
前
1
0
時
上
止
午

会
場
県
立
つ
く
し
養
護
学
校
（
金
ケ

作
二
九
一
の
一
)

※
物
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
取
―
に
伺

い
ま
す
。
受
付
期
問
６
月
!
4
日
(
金
)

～
６
月
2
8
日
(
金
)
（
1
5
日
・
1
6
日
を

除
く
）

Ｈ
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
実
行
委

貝
会

登
8
9

・
8
1
2
1
番

６
月
は
「
動
物
の
正
し
い
飼

い
方
推

進
月
間
」
飼
い
犬
の
し
つ
け
教
室

６
月
2
0
日
(
木
)
午
後
１
時
3
0
分
会

場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
 
定
員
先
着
二

十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
容
6
1
・
2
1

2
1
番
へ

青
少
年
国
際
父
流
キ
ャ
ン
プ

７
月
2
5
日
(
木
)
～
2
8
日
(
日
)
　
キ
ャ
ン

プ
地
静
岡
県
立
あ
さ
ぎ
り
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
な
ど
　
内
容
在
日
外
国
人

と
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
　
対
象
小
学
四

年
生
～
六
年
生
、
中
学
・
高
校
生

曹
用

（
東
京
発
）
小
学
生
四
万
円
、

中
学
・
高
校
生
四
万
三
千
円
 
事
前

説
明
会
６
月
3
0
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分

～
３
時

会
場
＝
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
＝
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
と
そ
の
保
護

者圃
電
話
で
(
財
)
国
際
青
少
年
研
修
協
会

容
0
3・
３
３
５
９
・
8
4
2
1

番
へ

テ

ィ
ン

ク

リ
ッ

ク
（
竹

琴

）
ミ

ニ

コ
ン
サ

ー
ド

６
月
９
日
(
日
)
午
後
２
時
開
演
　
会

場
寺
嶋
文
化
会
館
（
前
）
　
出
演
Ｍ

Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｒ
　
Ｓ
Ａ
Ｒ
ｌ
ｎ
　
費
用
無

料※
ひ
ょ
う
た
ん
笛
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
（
材
料
費
五
百
円
）

圓
(
財
)
寺
島
文
化
会
館
容
０
４
７
１
・

6
7
・
6
1
5
３
番

松
戸
市
美
術
展

６
月
1
8
日
(
火
)
～
3
0
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
午

後
６
時

（
最
終
日

は
４

時
ま

で
）
　
会
場

①
文

化

ホ

ー
ル

②
ア

ー

ト
ス

ポ
ッ
ト
ま

つ
ど

（
伊

勢
丹
松

戸

店
新

館
九
階
）
　
内

容
日

本
両

・
洋

画
・
彫
塑
公
募
展
 
費
用
無
料
 
休

館
日
 
①
６
月
2
4
日
(
月
)
②
６
月
1
9
日
水

訌
社

会
教
育

課
市
民

文
化

係

昔
6
6・

7
4
6
2

番

手
賀
沼
親
水
広
場
開
園
五
周
年
記

念
行
事

①
６
月
1
5
口
(
土
)
午
後
１
時
～
１
時

3
0分
・
２
時
3
0分
～
３
時
②
６
月
1
6

囗
丱
午
後
２
時
～
３
時
 
会
場
手
賀

沼
親
水
広
場
　
内
容
①
パ
ン
ト
マ
イ

ム
シ
ョ

ー
②

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

（
コ
ミ
カ
ル
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）
　

定

員
①
先
着
二
百
人
（
申
込
不
要
）
②

二
百
人
（
要
申
込
）
　
善
用

無
料

圃
電
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場
登
０
４

７
１
・
8
4
・
０
５
５
５
番
へ

おはなしキャラバン

ゆ
う
ゆ
う
広
場
(
託
老
所
）

毎
月
第
二
月
曜
日
、
午
前
９
時
3
0

分

～
午
後
３

時

会
場
小
金
保

健
セ

ン
タ

ー
　
対
象

①
日
中

ひ
と
り

の
高

齢
者
②
軽
度
の
痴
呆
・
障
害
者
で
、

あ

る
程
度

身
辺
1
1
1立
し
て

い
る
人

会

費
一
回
千

円

（
入
会

金
な
し

）

※
会
場
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

岡

浅

野

登
6
2・
3
9
8
9

番

借

地
借

家
の
無
料
相
談

６
月
1
3
日
午
(
木
)
後
１
時
～
４
時

会

場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圃
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保
田

昔
4
1・
8
2
7
9

番

エ
ン
ジ
ョ
イ
ー
　
夏
山
・
大
自
然

７
月
2
3
日
(
火
)
～
2
5
日
(
木
)
　
会
場
手

賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
・
国
立
中
央

青
年
の
家
 
内
容
冨
士
登
山
　
対
象

小
学
校
五
年
生
以
ヒ
の
親
子
・
外
国

人
で
健
康
に
自
信
の
あ
る
人
定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
未
定

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で
手
賀
の
丘
少

年
目
然
の
家

容
０
４
７
１
・
9
1・
1

9
2
3
番
へ

県
民
の
日
「
東
葛
ふ
る
さ
と
フ
ェ

ア
」６

月
3
0
日
(
日
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
４
時

会
場
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ

ラ
ザ
・
県

立
現
代
産
業
科
学
館

内

窒

果
葛
地
域
の
特
産
品
の
艇
示
即
売

圓
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
容
6
5

・
3
0
0
8
番

期日  会場  時間  プログラム

東
・
西
・
中
央
・
北
子
ど
も
劇
場

高
学

年
例
会

６
月
1
3
日
(
木
)
午
後
６
時
4
5
分
開
演

会
場
市
民
会
館

内
容
劇
団

．
跡
二

跳
「
夏

の
夜
の
貘
（
ば
く
）
」
　

費

用
三
千
五
百
円

（
会
員
外
）

回
松
戸
北
子
ど
も
劇
場
・
藤
田
公
4
7

・
4
4
4
6

番

在
宅
療
養
者
の
家
族
・
介
護
者
交

流
会６

月
2
3
日
(
日
)
午
前
!
0
時
～
正
午

命
殲
甫
立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
　
内

容
寢
た
き
り
に
さ
せ
な
い
た
め
の
介

護
と
福
祉
用
具
の
利
用
万
法
・
情
報

交
換
ほ
か
 
対
象
在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
人
　
費
用
無
料

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
昔
9
1・
0
2
1
1

番
へ

よ
こ
す
か
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル

『
世
界

音
楽
紀
行
』

６
月
1
6
日
(
日
)
午
後
３
時
開
演
会

場
市
民
会
館
内
容
吹
奏
楽
 
 
費
用

無
料

回
渋
谷
登
6
8・
1
4
5
4

番

対 象 ３～ ９歳　 費 用無料　 でん わおはなし キャラバン

登ﾜﾜｰ0000 番　 固 市立図 書館o65- 引15 番

※図書館利用カ ードをお 持ちく ださい

ハ

ー
ト
フ
ル
セ
ミ

ナ
ー

６
月
９
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
三
百
円

囲
肋
倫
理
研
究
所
・
鈴
木

忿
8
8・
0

1
9
9
番

県

民

の

日

『

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

無

料
投
影
』

６
月
1
5
日
(
土
)
　
投
影
時
間
午
前
1
0

時
・
午
後
１
時
3
0分
・
３
時
3
0分

（
各

回

と
も
三

十
盆

則
か
ら

整
理
券

を
配

布

し
ま
す

）

圃

市
民
会

館

容
6
8・
1
2
3
7

番

再

生
目
転
車
の

即
売

６
月
９
日
倒
～
1
1
日
(
火
)
、
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
開
場
８
時
3
0分
）

会

場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
交

通
五
香

駅
東
口

か
ら
新
京
成

バ
ス

「
小
新
山
」
行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高

校
」
行
き
で
、
「
新
栄
町
人
口
」
下

車
　
販
売
台
薮
五
卜
台
　
価
格
五
千

円
～
一
万
一
千
円

覬
他
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
容
8
4
・
3
1
9
1
番

環

境

に

配

慮

し

た

生

活

を

心

掛

け

ま

し

ょ

う

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
地
域
の
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め
、
人
の

迷
惑
を
考
え

、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
心
掛
け
ま
し

よ
う
。

①

ピ
ア
ノ
や
ク
上

フ
ー
の
近
隣
騒
音
に
注
意
す

る
②
犬
の
ふ
ん
は
飼

い
主
が
片
付
け
る
③
空
き
地
の
所
有
者
は
管
理
を
き
ち
ん
と
す
る
④
自

動
車
の
利
用
を
控
え

る
⑤
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
な
ど
す
ぐ
に

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
住
み
よ
い
環
境
は
自
分
た
ち
で

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
冐
環

境
管
理

課

移
動
児
童
館

劇

団

「
貝

の

火

」

に

よ

る

人

形

劇
①
６
月
2
2
日
(
土
)
午
後
２
時
②
＆
月

3
1
日
出
午
前
1
0
時
…
1
0
月
2
6
日
(
土
)
午

後
２
時
④
3
月
2
2
日
(
土
)
午
前
1
0
時

会
場
①
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ト
②
新
松

戸
市
民

セ
ン
タ
ト
③
五
香

市
民
セ
ン

タ
ト
①
火
切
公
民
館
 
対
象
幼
児
・

小

学

生

（
幼
児

は
保
護

者
同
伴
）

定
員
各
回
百
五
十
人
抽
選
）
費
用

無
料

圃
６
月
1
3
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
希
望

会
場
名

・
返
信

の
あ
て
名

を

記
入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
常
盤
平
西

窪
町
一
二
常
盤
平
児
童
福
祉
館
（
昔

8
7
・
3
3
2
0
番
）
へ

親
子

手

芸

教

室

６
月
８
日
(
土
)
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分
会
場
市
民
会
館
 
対
象
中
学

生
と
保
護
者
 
定
員
先
着
百
人
 
費

用

無
料

持
ち
物
は
さ
み
　
内
容

夕

保
健
・
衛
生

ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
掻
種
の
中
止

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館
改
修
工

事
の
た
め
、
７
月
２
日
(
火
)
・
４
日
(
木
)

に
予

定
さ
れ
て
い
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
中
止
と

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
他
の

会
場
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

回
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

合
6
6・

7
4
8
4
番

お
知
ら
せ

市
立
博
物
館
が
休
館
し
ま
す

６
月
2
4
日
(
月
)
～
７
月
１
日
(
月
)
の

間
、
館
蔵
資
料
保
護
の
た
め
の
く
ん

蒸
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
休
館
し

ま
す
。

齟
市
立
博
物
館
登
8
4
・
8
1
8
1
番

国
民
健
康
保
険
料
収
納
員
を
募
集

対
象

心
身
と

も
に

健
康
で

、
収

納

業
務
に
専
念
で
き
る
人
 
定
員
若
干

名
　
地
区
高
塚
新
田
・
河
原
塚
・
紙

敷
・
田
中
新
出
　
応
募
期
限
６
月
1
4

日
(
金
)

岡
国

民
健
康

保
険
課
保

険
料

収
納
係

毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日
、
午
後

２
時
～
４
時
 
会
場
千
葉
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
千
菜
市
中
央
区
富
十

見
二
の
ニ
ー
の
八
）
　
　
内
容
不
動
産

の
鑑

定
評
価

な
ど
　

鷺

用
無
料

缸

肚
千

葉
県

不
動

産
鑑
定

士
協

会

登

0
4
3
・
2
2
2
・
9
2
9
8
番

松

戸

商

工

会

議

所

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

を

追

加

募

集

内

容

商
店

経

営

に

対

す

る

消

費

者

ニ

ー

ズ
等

の

情
報

を

商

店

経
営

者

へ

提

供

対
象

二

十

歳

以

上

で
平

日

に

活

動

可

能

な

人

圃
６
月
2
5
日
(
火
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

・

応
募
動
機
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市

松

戸

二

〇

六

〇

松

戸

商

工

会

議

所

商
業
課
（
6
4
・
3
1
1
1
番
）
へ

※
採
用
の
人
に
は
薄
謝
を
進
呈

流
れ
る
プ
ー
ル
に
ご
招

待

市
内
の
幼
稚
園
や
福
祉
施
設
の
幼

児
（
付

添
人
を
含
む
）
を
団
体
で
招

待
し
ま
す
（
母
子
冢
庭
に
は
母
子
福

祉
推
進
員
を
通
じ
て
招
待
券
を
お
届

け
し
ま
す
）
。

招
待
期
間
７
月
１
日
(
月
)
～
1
8
日
(
木
)

の
平
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
１
時

圃
電
話
で
流
れ
る
プ
ー
ル
ア
ル
ト
ピ

ア
昔
8
5・
1
0
8
0
番
へ

オ
ル
地
で
作
る
く
る
く
る
ね
こ
ち
ゃ

ん
・
ポ
プ
リ
の
小
不
ズ
ミ
ち
ゃ
ん

平
松
戸
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
（
こ
ど
も
課
育
成
係
内
）
　へ

三
歳
児
健
康
診
査

券
審
日
６
月
４
日
・
1
1
日
・
1
8
日

・
2
5
日
の
各
火
曜
日
会
場
松
戸
保

健
所
 
対
象
平
成
５
年
２
月
生
ま
れ

の
幼
児

※
該
当
者

で
通
知

が
届

か
な

い
場

合

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号

・
幼
児

氏
名

・
幼

児
生
年

月
日

・

保
護

者
氏
名

・
転

入
年
月
口

を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1松

戸
市

小
根
本
七

松
戸
保

健
所

指
導
課

（

容
6
1・
２

１
２
１
番

）

へ

ジ
ャ
ズ
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参

加
グ
ル
ー
プ
募

集

発
表
日
1
0
月
2
7
日
(
日
)
会
場
市
民

会
館
対
象
６
月
2
7
日
(
木
)
午
後
１
時

3
0分
か
ら
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
運
営
委
員
会
に
出
席
で
き
、

役
割
分
担
に
協
力
で
き
る
先
着
ニ
ト

五
団
体

ｍ
６
月
６
日
(
木
)
午
前
９
時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
登
6
8・
1
8
1
4
番
へ

市

民

コ

ン

サ

ー
ト

合

唱

団

員

（
混

声
四

部

）

募

集

練
習
日
時
母
週
水
曜
日
午
後
７
時

～
９
時
 
介
助
市
民
劇
場
ほ
か
曲

目
フ
ォ
ー
レ
・
レ
ク
イ
ェ
ム
　
費
用

七
千
円
 
公
演
日
 
1
1
月
1
7
日
(
日
)
森
の

ホ

ー
ル
2
1
（
管
弦

楽

＝
ニ

ュ

ー
フ
ィ

ル
（
Ｉ
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
、

指
揮

―
大
島

義
彰
氏
）

※
特
に
男

声
を
募

集
し
て

い
ま
す

。

ｍ
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・
合

唱

パ
ー
ト
・
「
フ
ォ
ー
レ

ー
レ

ク
イ
ェ
ム
演
奏
の
有
無
」
を
記
入
し
、

〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
六
四
六
の
四
森

の
ホ
ー
ル
2
1
松
戸
市
文
化
振
興
財
団

内
松

戸
市

音
楽
協
会

矢

沢

（
昔
8
3・

0
1
1
1

番

）

へ

（
参

加
要
項

を
お
送

り
し
ま

す
。
）

ち
ば
不
動
産
鑑
宇
相
談
所
が
開
設

6/19(

水)6/20(

木96/21(

金)6/26(

水)6/27(

木)7/4(

木)7/5(

金)

小金分館

稔台市民センタ ー

古ケ崎 市民 センタ ー

図書館本館

小金北市民センタ ー

ハ柱市民セン ター

ハヶ 崎市民センタ ー

午後3時

～3時40分

午後3時

～４時

午後3時30分

～４時

午後3時

，～4時

絵本ほか

アニメ

人形 劇

絵本ほか

アニメ

人形 劇

広報 １９９６年(平成８年)６月５日



最
近

は
カ
ー

ボ

ン
製
な

ど
の
竿
が

多
く
使
わ

れ
て

い

る
が
、
和
竿

と
の

違

い
は
何

か
と
尋

ね

る

と

、
「
ロ

ボ

ッ
ト
と
人
間

と
の

違

い
と
同
じ
で
、

和
竿
は
生

き
物
で

自
分

の
体
の
延
長
」

と

い
う
答
え

が
返

っ
て
き

た
。

「
仕
事
に
妥

協

は
許
さ

な
い
。
注

文

が
あ

れ
ば
、
ど

ん
な
竿

で
も
作

る

し
、
ほ

か
で
作
れ

な

い
と
言

わ
れ
た

も

の
で

も
作

る
」

と
も
付
け
加
え
た
。

「
ピ
イ

ー
ン
」
と
竿

（
さ
お
）
先

に
ア

タ
リ

が
く

る
。
調
子

を
合
わ
せ

る
と
、「

グ
グ
ッ
」
と
魚
の
手
応
え

が
。

経
験
し
た
人

な
ら
分

か
る
、
釣
り

の

醍
醐
味

（
だ

い
ご
み

）
で
あ

る
。

荻
原

さ
ん
は
和
竿
作
り

五
十
五
年

目

を

迎
え

る

竿
師

。

師
匠

で

あ

る

「
竿

銀
」
に

弟
子
入
り
し

、
七
年
で

都

内

に
て
独

立
。
昭
和
5
1年

、
松
戸
市

大
橋
に
工
房
「
竿
か

づ
」
を
開

設
し

た

。

「
釣
り

が
大
好
き

。
釣
り
は
釣

果

（
ち

ょ
う

か
）
を

競
う

の
で

は
な
く
、

魚
と
遊

ぶ
こ
と

。
釣
り

を
し
て

い
る

と
頭

が
空

っ
ぽ
に
な

る
」
。

和
竿
作

り
は
、
青
竹

を
数
年
寝

か

せ
た
後

の
竹
材
選

び
か
ら
始
ま
り

、

切
り
組

み
（
設
計
）
、
下

仕
事
（
芽
と

り
・
竹

洗

い
な

ど
）
、
た
め
（
竹
を

火

で

あ
ぶ
っ
て
曲

が
り

を
調
整
）
、
糸

巻

き
、
う

る
し
塗
り

な
ど
、
そ

の
工

程

は
非

常
に
多

い
。

荻原さんのお気 に入りのヤマベ竿。ウルシ

の仕上げも美しく 、もはや芸術品。

ま
た
、
和
竿
に
使
わ

れ
る
竹
と
い
っ
て
も
多

種
多
様
で
、
へ
ら
竿
の

穂
先
な
ど
に
使
わ
れ
る

真
竹
や
弾
力
・
反
発
力

の
強
い
布
袋
竹
（
ほ
て

い
ち
く
）
、
最
も
多
く

く

は
鹿
児
島
ま

で
も
、
自

ら
買

い
に

行
く
。
そ
れ
だ
け
竹
は
重
要
で
、
一

本

の
竹
を
選

び
出
す
の
に
、

二
～
三

日

も
か
か

っ
て
し

ま
う
こ
と

も
あ

る

と
い
う

。

そ
の
工

程

の
多
さ
か

ら
、

一
本

の

釣
り

竿
を
作

る
の
に
長

い
時
間
と
手

間

ひ
ま

が
費

や
さ
れ

る
が
、
で
き
上

が
っ
た
和
竿

は
、
見
た
目

に
も
美
し

く

、
使
う

の
が
も

っ
た

い
な

い
と
思

っ
て
し
ま
う

。
が
、「
竿
は
飾
り

も
の

で
は
な
く

、
使
っ
て
こ

そ
竿
師
の
心

が
生
き

る
も
の
」
と
荻
原

さ
ん
は
強

調
す
る

。

和
竿
を
五
十
五
年
間
作
り
続
け
る

荻
原
さ
ん

が
作

る
和
竿
は

、
通
産

大
臣

と
東
京
都
知
事

か
ら
伝
統
工

芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
人
の

自

然
へ
の
優
し

さ
か
ら
生
ま

れ
た
和

竿

を
次
の
世
代

に
残
し
た

い
。
和
竿

を

知
ら
な

い
人

が
多

い
が
、

も
っ
と

多

く
の
若

い
人

に
和
竿

の
良

さ
を
知

っ
て
も
ら

い
た

い
」
。
こ
の
伝

統
の
技

を

継
承
し
よ
う

と
三

人

の
弟
子

に
指

導

も
し
て

い
る
。

外国人参加者を募集!

荻
原
さ

ん
の
モ

ッ
ト

ー
は

「
夢
と

心
」
。
「
誰
に

も
負
け
な

い
日
本
一

の

和

竿
作
り

の
夢
を
見
て

、
こ
の
道

に

入

っ
た

。
心

の
な

い
人

は
駄
目

。
心

の
こ

も

っ
た

竿
作
り
を

心
掛
け
て

い

る
」
と

。

「
今

は
竿

作
り

が
楽
し

く
て
し

ょ

う
が
な

い
」

と
語

る
荻

原
さ
ん

の
生

き
生
き
と
し

た
目

が
印

象
に
残

っ
た
。

（
栄
町
西

在
住
）

6/14

21

28

7 ／5

12

19

26

誰 が 決 め る ？　 ～ 女 性 の 価 値 、 男 性 の 価 値 ～

女 性 の 地 位 が 低 い 理 由 （わ け ）

［ な ぜ ？ ］ に 目 覚め た 女 性 た ち

～ 女 性 活 動 家 だ も の 誕 生 ～

女 性 の 意 識 は ど う 変 わ っ た か

女 性 が 社 会 に 望 む こ と

フ リ ー ト ー キ ン グ

ま と め　 ～ 女 性 が 社 会 に は ば た く 時 ～

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………S66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………O65-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

第1期女性大学講座

女性が社会にはばたく時

●講師●　立教大学講師・長谷幸五氏

●日時●　６月14日～7月26日の毎週金曜日、牛前10時から正午まで

●会場●　ゆうまつど（女性センター）研修室

●定員●　先着３０人

●費用●　無料

●申込み●　電話で矢切公民館  ６８-1214番（月曜休館）へ

※２歳以上の保育(先着10人)あります。

6月の相談あんない  お気軽にご相談ください
相談名　　　期　　日

法律相談☆

税務相談

毎週火･木､第2･4 月曜日

第１月曜日

第 ２金 曜 日

登記相談　　 第３金曜日

行政相談 第２・第 ４月曜日

住宅相談　　 毎週水曜日

外国人相談 第２・第 ４火曜日

交通事故  市政・一般  

月～金曜日
巡

回

年

金

相

談

４(火

)７(金

)11(火

)14(金

)18(火

)21(金

)25(火

)28(金

)

消費生活相談　　 月 ～ 金曜 日

時　　 間

午後1 時～５時

午前９時～正午

午後1 時～５時

午後1 時～4 時30分

午後1 時～３時

午前10時～午後4 時

午前９時～正午

午前9 時～午後5 時

午前8時30分～午後5時

午前10時～午後3時

午前9 時～午後4時

会 場

市
役
所
相

談
コ

｜
ナ

｜

市民相談室

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

問

※市

消費生活 センター

65―6565番

相談名 期　　 日

第1～ 第４金曜日

③(月)

④(火)

4(火)５(水)･19(水))

⑤(水)･1

9(水)６(木)･⑩(木

)

時　　 間 会　場　　 體

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

午前10時～午後3時　小金支所

常盤 平 支 所

親松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾンﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S63-6278番)でも行っています。

女性パート

労 働 相 談
毎 月第 ２火 曜 日　 午後1時30分～4時30分

ゆうまつど 第１～第３月曜日　 午前10時～午後4 時

こころの相談　　 第 ４ 月曜 日

女性就業相談　　　 火･金曜日

午後1 時～7時

女性センター

fi64-8778番

女性セン ター

(相談室直通)

午前10時～午後４時　63-0505番 

労働相談第１・第３月曜日　午後1時～５時　市役所相談コｰﾅｰ

光 商

※労働相談は、東葛飾支庁労政課(061  -4089番)でも行っています。

就学相談☆　　月～金曜日　　　午前9時～正午　　　　教育研究所

教育相談☆　　　　　　午後1時30分～4時30分　 66-7461番

○ 相談 は すべ て無料 で す
Ｏ

☆印 の相 談 は予約 をお 願い し ま す。

竿師

竿かづ 荻原一男さん

幽玄・夢幻の世界 夢
と
心
を
モ
ッ
ト
ー
に

救
急
医
療
体
制

使

わ
れ
る
矢
竹
（

や
だ
け
）、
手
元

材

の
淡
竹
（
は
ち
く

）
。
材
料

の
竹

は
遠

奈良興福寺において薪を献進した

ことが始まりとされ、薪の灯りで能

を舞う薪能。第１回の本土寺に続き、

松戸薪能の会が21 世紀の森と広場

を舞台に公演をお送りします。　　ｊ

緑豊かな静けさの中で、薪の灯り

にヽ浮かび上がる能の幽玄・夢幻の世

界を堪能してはいかがでしょうか。

松戸薪能を開催10

/1

1(

金)

●日　畤●

●会　場●

●演　目●

●演　者●

●会員券●

●申ｕaみ●

１０月１１日(金)、午後６時開演

21 世紀の森と広場内つどいの広場

（雨天の場合は、森のホール21 内大ホール）

能…小袖曽我、葵上　狂言…蚊相撲

観世流・梅若万紀夫（梅若研究会）

三宅右近　ほか

Ａ席8,000 円、Ｂ席6,000 円

７月31 日（水）までに、往復ハガキに住所･氏名・

年齢・電話番号・ＡＢ席の別および枚数を記入

して、〒２７０松戸市千駄堀６４６の４（財）松戸

市文化振興財団内松戸薪能実行委員会（ａ８４・

２２２１番）へ

※申し込み多数の場合は抽選となります。

●日　時●　6月29日(土) 午後1時-一4時

●会　場●　運動公園卓球室

●種　目●　卓球

●費　用●　一人100円(保険料)

●申し込み●電話で 財)松戸市交流協会

(市役所新館5階)

※ お 近 く に 外国 人 がい ま し た ら､ 教 え て あ げ

て く ださ い 。　　　

内　　　　容

広報 １９９６年(平成８年)６月５日

スポーツ交流会の
Let's play卓球

人
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